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１．はじめに

「映像リテラシー」という用語は．教育工学において早くから用いられているが．その

具体的な内容は，いまひとつ明硴でない。しかし，映像を教材として使用する場合，学習

者によって理解の内容と程度が異なることは．経験的事実と言ってよい。木稿では，学習

者の学習能力の一部としての映像リテラシーに瀞日しそれを高める訓練を行うことが，日

本譜学習の効率をiIijめるのみならず，言語遮用を含む社会文化行動の能力を高めることを

主磯する。

２．学習者の映像理解一ある調査から－

ある映像を提示した際に，学習者の間でどのように理解の差が生じるかを知る手がかり

として．一つの実験的調査を行った。

２．１．調査の概要

調査対象山形大学学部留学生１３名

（中国６名，マレーシア４名，韓国２名，スリランカ1名）

実施期ｐ１９９４４１ｉ６月１４ｐ，「日木調Ｉ」の授業｢'１

調査方法国汀、詔研究所(1994）『日本語教育映像教材初級編「ロ本譜でだいじょう

ぶ」』（以下「初級編」）ユニット１「よろしくお願いします」より，セグメント

７「私の町」を提示し，映像中で(ujが起こったか，映像から何がわかるかを記述さ

せる

「初級編」は，初級後半における伝達能力の育成を主眼として作成された映像教材で，

中道・深田(1993)に言う各穂の恥位方酪（タクテイクス）の例を提示するとともに．自由

に情報を創造して学習に役立てるため，豊富な映像を包含するよう計iiuIiされている。その

うち，セグメント７「私の町」は，ゆるやかなストーリー性を持った映像のみで横成され

ており，せりふがほとんどなく，ＭＩＩ音窟だけに説明的なナレーションが録音されている。

このセグメントは，ストーリー理解に利用するだけでなく，画像から学習者なりの情報を

読み取ったり．痢物の映像自体を教材として利用したりする「映像素材」として作成され

た。調査では，副音声を消し，主麿声の情景音と映像だけから，学習者が理解したことが

らを日本語で記述するよう求めた。

２．２．調査の結果

学習者の書き能力の制約等もあり，記述された内容が認識されたことがらをどれだけ反

映しているか定かでないが．強く印象づけられたことがらの多くが回答に表れていると考

える。記述を「映像から祗接に視認されることがら」と「推測されることがらおよび観察

者によって創造される情報」とに分類してマークすると，回答はいくつかのタイプに分類

できるように思われる。資料には，それらのタイプを代表する数例を掲げた。

回答例l)は，主に直接溜められることだけを醤いており，推測等による内容が少ない。

2)と3)は逆に「ハンバーグかもしれない」「高いから」といった想像による内容が多い。

また．２)は，おそらく途中で視聴に集中することができなくなったものと思われる。４)と
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5)は，直接認められることからさらに推論を働かせ，映像から多くの愉搬をバランスよく

収集していると言える。特に５）は．視点が「私」すなわちJMiのものであることに気付い

ているが，視点に着目したのは，この学習者だけであった。

学習者の反応を整理すると，いくつかの注目すべき点が指摘できる。主なものとして，

まず，見たことと推論したこととのバランスがある。多くの学習者が整場人物を「お母さ

ん」と呼んだのは，実は不可解なことである。一方，肉屋に入ってケースを指さし，その

後にひき肉の映像が挿入されたことで，ほぼ全員が「ひき肉を買った」としているのは，

全く当然の理解である。もっと複雑な内容を含む映像の場合，特に，理解に文化的知識を

必要とする場合には，思い込みは正しい理解を阻轡するおそれがあるだろう。しかし，上

のような映像語法の知識を含め，見たことからの馴極的な推論は，理解を深め，インプッ

トとしての映像の効果を高めるだろう。

次に．映像を受容する態度の問題がある。「私の町」では，映像が術の日の低い視点か

ら撮影されており，物陰に隠れたり映像が走る速度で流れていったりする場面がある。こ

のような峡iilii用語でいう「主観」の映像は，視聴者の関与を要求し，臨場感のある映像と

なる。一方，登場人物の視点を離れたいわゆる「容観」の映像は，いわば神様の日から見

た冷僻な状況把握である。こうした映像自体の性質の違いは，学習者によっては，なじみ

の薄いものである可能性があり．映像を使用した学習の効果に影響する。

３．映像リテラシーの効果

３．１．映像の役割

学習における刺激として．映像は少なくとも次の二つの役割を持つと考えられる。

まず、「クジラの鼻の穴は二つある」「ヤンさんは太っている」といった情報の入手源

としての役割がある。この種の悩報はいわば超時的な知識として蓄徽され．事物・状況を

認知する際の前提的知識の一部として役立っていく可能性を含む。

次に，描かれた場面における「状況櫛成要因」を認知する体験としての役割がある。こ

こで状況柵成要因と呼ぶのは，ある社会状況における行動の適切さを評価する基雛となる

関与要因である。その内容は，話し手-11}1き手関係等の参加者条件，話題内容および話題

と参加者との関係，公的／私的場面，なごやかな／緊迫した場面といった状況などの範囲

にわたる。これらの要因に気づき，その愈味を知り，それに配慮して行動を決定する能力

こそが，適切な社会文化行動を行うために必要なものであり，多くの学習者にとっての学

習目標となる。学習者は．社会における実体験を通してこの能力を身につけるが，映像に

よってそうした体験を再現し集｢|'的な訓練を行うことで習得を促進することができる。

３．２．映像による学習促進効果

上記「知識のリソース」として映像を利用する場合，事物の外観・位置関係・動きなど

が明瞭に見て取れることが望ましく，そのためには，実写映像よりも抽象化されたグラフ

ィック映像などが有効な場合もあるだろう。この稲の映像に対する映像リテラシーは。基

本的に，正確に見て取る観察力である。

一方，「擬似状況体験」としての映像は，臨場感を優先し，本来映像では描けない温度

やにおいなども感じさせる映像であることが望まれるが，一方で，視聴者の文化背餓等に

よって理解が大きく異なる危険性を常に念頭において作成・使用する必要がある。この種
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の映像に対する映像リテラシーの一部には，実体験においても必要となるいわば「状況リ

テラシー」と言うべき能力が含まれるが．それに加えて，実体験ではありえない視点の切

り返しやズーム，モンタージュといった映像語法の理解能力が要求される。

いずれにしても，映像を利用して学習効果を上げるためには，提示された映像からより

多くの情報を的確に読み取る映像リテラシーが高いことが必要であり．特に状況柵成要因
に対するリテラシーは，現実の場面における社会文化行動の能力に直結する。

４．映像リテラシーの内容と獲得

４．１．映像リテラシーの内容

内容の面から映像リテラシーを分類すると，およそ以下のようなものが考えられる。

理解[雛'''１←1,1位化
映像ﾘﾃﾗｼｰ|表現
まず，映像が表現する情報内容を理解する能力がある。この能力は，さらに，映像制作

者が意図した伝達内容を理解する受動的な理解の能力と，視聴者自身にとって有用な情報

を創造する能力とに分顛できる。映像には必ず制作者がおり，映像は制作者の意図する内
容を直接または間接に表現する。たとえば教材として作成される映像の場合，そこに含ま
れる学習項目を的確に見分けることがまず必要であり，これは受動的剛解能力としての映

像リテラシーにかかっている。しかし，映像は常に多重的な情報を含んでおり，制作者が
愈図しない椚報を視聴者が主体的に読み取り，役立てることができる。この情報創造の能
力も映像リテラシーの一部である。

さらに，本来の「リテラシー」つまり識字能力が文字を説むだけでなく書く能力をも含
むように，映像リテラシーは．映像によって表現する能力をも含むと考えるべきである。

一般の学習者が本格的な映像を制作する機会はまれであるとしても，文字を書くことが読
む能力を確実にするように，，lPli木(1993)，（1994)をはじめとして，近来さかんになってい

る学習者自身がピデオカメラを操作し映像を撮影する活動は，学習者の映像理解能力をini
めると考えられる。

４．２．情報の単位化

映像に含まれる情報は多重的・非分節的であり，見る者が有用な愉報を切り１１}さなけれ
ばならない。群衆の映像から一人の「男性」を見分け，それが「中年」であり．「水玉の

ネクタイ」をして「笑って」いるといったように，多くはことばによる名付けをともない
ながら，認知内容を意識化・悩報化するメカニズムが必要である。この過程を情報の「１１１
位化」と呼ぶことにする。脳位化の過程は，あらゆる認知において必須であり，述続する
Hf波から形態素・音素を単位化することによって苫声言語は理解可能になるし，自分の足
が他人の足の上にあることの'11位化が鮒卵ストラテジーを遂行する必要性に気付くための
条件になる。

映像からの情報のlli位化において，対象となりうることがらは，大別して二つのレベル
に分けて考えることができる。

第１次的に，視覚で直接にとらえられる事物があげられる。この段階は，実は，視覚情
組だけでなく，なんらかの既存知識に照らして，駅を駅，子供を子供と認識するのである
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から，これ以前に，１F物の輪郭・質感・奥行などを生理学的に認知するレベルがあり，本

来．それを第１次と呼ぶべきである。しかし。生理学的認知を常時問題にすることは。言

語学習の多くの局面で必要がないと考えられるので，ここでは，あえてこの第０次レベル

に触れずにおく。

第１次レベルで単位化されることがらには，例えば以下のようなものが考えられる。

存在している物など（‐人物，およびその性別・年齢・容姿，服装・持ち物や直接見

て取れる居場所・所属や職業・身分．対人関係．おかれている状況など‐自然物

や人工物の種類，大きさ・形・色・質感，機能・用途など‐場所の種類，そこに

ある物や場所の川途・機能一風雛とそれを構成している物その他）

行為（‐伝達行動とそこに含まれる言語的表現，非言語的表現一非伝達的動作であ

る身体動作・対物動作・移動など）

時間推移・変化

次に，第２次的なレベルとして，視覚情報から推論されることがらがある。これは，実

際は第１次レベルと必ずしも俄然と区別できないことがある。先にあげた「ひき肉を買っ

た」という理解や，通行人が傘をさしていることから「雨が降っている」と推論すること

は，第１次的１１１位化とほとんど差がないだろう。しかし，以下の例のようなことがらは，

基本的には映像から推論をはたらかせることによって理解される。

‐気温や物の温度一触覚惜報・嗅覚情報・味覚情報，痛覚・不快感などの体内感覚

一表情や動作から見分けられる感悩一視点その他

４．３．映像リテラシーの育成

映像リテラシーを護符することは，上i尼のような単位化の能力を高めることであると考

えられるので，獲得を促進するためには，生理学的レベルを別にすると，まず単位化を支

える前提的知識を薔薇することと，その上で，実例に接し指摘を受ける経験を繭むことが

基本的な過程となる。母親が指さして「ほら，ワンワンよ」と言うことによってこの両者

を与えるように，「これが床の間です」「先生の前で腕を組んでいるのは失礼です」とい

った指摘が蝋位化の習悩を育成する。

留意すべきことは，実世界での経験においても．映像の視聴においても．これらの過程

は同じように行われうることである。従って，映像リテラシーと現実の状況に対するリテ

ラシーとは，互いに補強しあう関係にあり，だからこそ，映像リテラシーのlhj上が状況榊

成要因の認識能力を高めると考えられる。

また，自ら映像で表現することは，まず表現すべき対象を単位化することを要求される

経験であるから，単位化能力の育成に役立ち，映像リテラシー．状況リテラシーを潤める

効果がある。

５．映像教材制作の立場から

上述のような仮説に立ち，映像教材の作成にあたって，受動的な理解だけでなく能動的

な情報創造をも期待した映像づくりを試みた例として，もうひとつ，「初級編」セグメン

ト５「この次は来月」の場面②がある。この場、iは，画像に電話をしている男性，主音声

にその男性の発話音声，ＩＦｉｌ音声に電話相手の女性の発話音声がおさめられている。この部

分は，画像から!)i位化できるはずの情報を言語音jAiが親い隠してしまうことを排除し，画
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像・音声のそれぞれから碗み取れる情報を岐大限に収集する訓練を容易にすることを主な

目的として作成されたものだが，一般の映像であっても，いわゆる消喬再生を行うことに

よって，同様の用途に使用することができるだろう。

映像からの情報を十分に活用するために，映像・音声をこのように別個のメディアとし

て扱いそれぞれの中から多様な情報を発掘することが，学習者の映像リテラシーを高め，

学習効果をあげることにつながる。また，そのようにして，学習に有効なインプットがど

んなものであり，それをどのようなメディアで与えるのかを教授者が明確に意識できるよ

うになることも望まれる。

本稿で提案した映像リテラシーの概念と効用は，まだ，わずかの資料と考察による仮説

の段階にすぎないが，映像教材を作成する際，また，現に作成されている映像教材の利用

方法を考える際に，こうした側面を考慮に入れた試みを行うこと，学習者の映像リテラシ

ーを測り．改善する教授活動を実行することなどを通じて，その精密化を進め．また．映

像リテラシーを高める訓練の方法について，探索を続けたい。
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【資料】綱従に対する回答例

※回答内容を以下のように分類して示す。

に．：映像からiH接に視錫されることがら

ぞ!：見たことから推測されることがら，および，醜察衙によって創造されるｈｉ服

回答例１）駅ﾗｳﾞTL5nlそ菜ま~Ｕ１Ｅ１。雨力$じどｌｕど陣iづ、l/窺翻;。さて，お母嵐測はどこに行くんでしよ

。そして】町】副芒う匠テて1びiざ肉濯蕊邨潅Ｉ劃圏。それからl7ErHm)『壱Ｉ。つ。

ﾗｰ唇そ1ヨーコヨニコ

だ。そしてｌＺｎＨ

画。そして，又匝ﾗｰｚ…UT冒己薬

そしてlZYlHHlごｍ~ﾖﾐｰﾛﾖ。ところが， '三兀匠HKjが何jU蕊鑓鰯U繩溌鋼劃のが見えます。 何をさ

５１F研き７５７５VJ重き]zmU5ま
正
］
｜
コ

ケ
Ｌ
肥
阻
匹① 契りWFHi56VfH言てがしているでしょう。

蕊K:I
回答例２）ｉ

だ。お趾Z

麺M噸BIB漣5醐刺鞠2mi鯛謝り；。そして[1三五を1M､ｦFでＷミフ、Ｆ了蚕:mIZ互亜Hg〔ZE笠]ワ家の鮒

。爾力fざ○t』銭1J鑑I醗撚画l吻蟻i・ズi掴Mi5錨樹載､劇li憩f画ｉＪｉｉＩ顧巌お母さkAJ灘f醗繍MN厩liM靭臨鍵ｸビ

た。おﾉﾘさんはiHIgき~、ごう(ラー可単び醤肉惹ﾛ【堵Fﾂ圏

もしれなし$。そして，お母さんはＭＥ屋さﾉUに寄三た１．

だので，お母さんが【下ぞTT=て盃T予てU▽E1.

回答例３）お罐ざﾉiflま趣騨i畷掴M1戌麹Q：とたんに，雨鰔

単び醤肉惹画摺Fﾂ圏。

'1露Ｘｊ匝匠がﾗＺ３。ｔ迩瀞岡力16顕繊自iai慰遷

。拳U)摩を符う‐言てUｉ

ﾖﾐｰＣ７ａ家IiZ

それから，花

，厨Li1豆Z7lヨデラヱ１，そして，＃RBEHd彊瞬噸iiil蕊1．

PFUすま~Ｕ週。[コフーピニヱフズドア|のiiiを通って，っ（花憲圃躍露懸躍笥塑，凋癖in鰯，｛や：すま~[乙匠]。[コニヱニヱ亘乏ス三 ．つい

・姪奇でに(亜H更i証了雷厄7日。ＩＩＨＦﾛｰ壱冠２ｺとき，雨無F繭H岡ＨＬＥﾌﾍﾟでﾜ字pHが

'[iを持蚤Hf℃，巨了下て夏蚕~U】E]。 。訂醗nW鰹H繭，mU圏E鱒U瀬5簸迎

いに出宅ｦ169ｾﾖ，うq煽狸】ﾛｾﾞ騒612．

回答例４）おばちゃんが恩ui露鰯潔圃。 。何を探してるかな。そし

医]TUT五ｺ吾JEがUVヲぱU窃て．画r置き~、三f了L五．遜濁漁覆瀕P惚Ｉ。それから．問1,宝&き7U蒜Jﾐｰｦ沼。

刀。さて，道の麹l鏑H鷺Mヨーフピ三＝三ﾇ｢頁下うでzFWI歴３唾Z7E1o蒸飛!〕鰯図厘H9H麹，堀ICH砿Z露l/il麹。

それに，筐ﾂﾗ、三]rｺｮﾋﾞﾂQf鰯臓凶圏BENH議iBd鱈１.突然に．にﾌ〔Uう官FDﾋﾞﾗiYZHBi匠亟ﾖ。０９｢が藩離画翻

た鍵ｦ冒憲i2Hだ。何だろう。轌睡蜜in､瀞露践HH遜懸i囚E躍回圏､魁１３凝り圏んですが。最後に，阿智脆眉瀬ﾄﾞヨ

だんです。でも，立派lRH嬢に若いでも，０『ZTiWti表冊が１１１洞。階Bf可２５ﾜFrヲ可，ｊ職jl鰯騨）ＧＩ§l巷

且つIｦiﾖﾛ，わっ安JbHI錘：おばちゃんが渓ﾗ可「どこにいたの。心配したわ」と言った。な番ぼど鰯

ペツZ勝幻i国遷廼認覆謹護､關鋼雷。最後までによくわかった。ところで，先鰯澄ｿ露隠爾繊韓Dit3o

答例５）お遜さ7ADは．駅淑鄭麺繰１，鍵。雨力$ま種WEi或悪鴎ﾖﾋﾟ鱗から，亜ざj窪i-U=dlHuｶﾞi＝ifき~ま

ペツZ勝幻

回答例５），

ｌＺｊＥＬま fIaZ縄H1禽鑓（EmjX鍾懸i圏。それから，［百~ｺﾐｰｦ
三弦ぢ綿1ﾜｰ雷じ が，庭1菱J1飼うHZ1D丁で玉汀まＵ垣。次は

重ＥＵ~ﾖﾐｰU１日．今度はFF羽了舂FYT豆ﾘﾐｰＣ７ａ膝IMF2行~<]IlIに波H蝋憂NZB露曹塵屋きス】題6画践駿畷 。公園

で，なに 。その後【ｶﾞﾗｰﾐｰ、ﾖ豪随､U鋼H旨KR蕊mHgmn蕊ME鰭。ョi8砿iEWdm世H1螺:

g1mZ』劇でiUiびj屋穂;6漣塾囲錘

かバアlWKT鐘堅感載圃鬮5N屡殖。

が見えました。 H五百１軒１３厘をXfZ51か否

魁i農､脚Q闘蝿鱒i嬢蕊t蔦殖。

－１２２－

lipラーミーU~J舌琶TxTﾝｙｊ蓑-1ﾌﾌﾖ


